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当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

技術の概要

期待される効果

従来の飽食給餌（毎日）ではなく、制限給餌を行なうことに
よって生産コストの削減が可能かについて検討しました。

低水温期における成長
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H28年度試験結果
無加水飼料を飽食量で毎日給餌と制限給餌での比較
低水温期（2～4月）は毎日給餌区と隔日給餌区の間に
成長差はなく、給餌量を約10%削減できました。

低水温期（10℃以下）は隔日給餌によりコスト削減が期待できます

kg

※水温上昇期（5月～7月）には週5日制限給餌が毎日給餌の成長を下回りました。
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